
チーム名  

救命ゴリラ！ 

団体名  

大阪電気通信大学レスコンプロジェクト 

＊ チーム名の由来 

ゴリラは群れ（仲間との協調）意識の強い動物です．私たち大阪電気通信大学レスコンプロジェクトの

メンバーは，ゴリラのように仲間との協調を高めていこうと考えました． 

大阪電気通信大学は 2 つのキャンパスがあり，キャンパス間をシャトルバスが毎日往復しています．こ

のバスは，2 つのキャンパスの連携を一層高める「かけ橋」の役割を担っており，そのマスコットキャラ

クターとしてゴリラが用いられています．両キャンパス間の連携のみにとどまらず，このようにレスキュ

ーロボットコンテストでの連携までもさらに高めるマスコットキャラクターとして，私達は「ゴリラ」に

注目し，またその「生活協調活動」は「レスキュー活動」の基本ともなり得ますので，私達は本チーム名

を「救命ゴリラ！」と命名しました． 

 

＊レスキュー活動上の特徴 

トラブルが発生した場合でも円滑な救出を遂行できるように 3 台のロボットに役割を分担させる．

ロボットの役割 

1 号機 3 号機との共同作業 瓦礫除去，ダミヤン搬送 

2 号機 1 号機との共同作業 瓦礫除去，ダミヤン救出，ダミヤン搬送 

3 号機 1 号機との共同作業 瓦礫除去，ダミヤン救出，ダミヤン搬送 

 

レスキューの主な流れ 

① まず 1 号機が先行スタートし路上の瓦礫を除去していくその後 2 号機 3 号機がスタートする． 

② 2 号機は 1 号機の後をついていきダミヤンの救助に当たる． 

③ 3 号機は単独で救助にあたる．ただしダミヤンが高台にいる場合 1 号機と連携してダミヤンの救助に

当たる，ダミヤンが高台にいる場合は以下のように救助する． 

3.1．3 号機は 2 号機との連携救助が終わったあと，高台にむかう 

3.2．1 号機を高台付近によせてエレベータ式ベッドをリフトアップさせる． 

3.3．3 号機は高台の瓦礫除去，ダミヤンの運び出しを行い 1 号機のベッドの上におく 

その後エレベータ式ベッドをリフトダウンし帰還する． 

 

3 台の連携を活かすことにより素早くダミヤンを救出することができる．実際の災害時には、二次災害

を防ぐためにも素早く安全な場所に運び出すことが重要である．もちろん救出時はダミヤンの安全を最優

先とする 

 

＊ チームの紹介 

今回，私たち大阪電気通信大学レスコンプロジェクトは，レスキューロボットコンテストへの初出場を

目指しています．中心メンバーが 1～2 年生なので技術的には未熟な面もあるかと思いますが，団結力と

チームワークで乗りきる自信があります．救命救助活動における知識を十分に学んでゆくと共に，その知

識をロボット開発に発揮してゆきたいです．どうぞよろしくお願いいたします． 
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チーム名 

救命ゴリラ！ 

団体名 

大阪電気通信大学 レスコン・プロジェクト 

ロボットの構成 第 

１ 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

エレタ 
移動 

 1  台 

基地 

    台 

受動 

    台

＊このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度） 

・※1 ベッドがリフトアップすることで,高台に登らずに救出活動を行える. 

→ 救出にかかる時間を短縮できる. 

・※2 ベッドはスライダと布で構成し,ベッドを展開してダミヤンを受け取る. 

→ ダミヤン受取り時の安全性を高める.また,ダミヤンを完全収容するから搬送時も安全である. 

・※3 カメラは高所(ベッド ← リフトアップする)に設置. 

→ 広範囲を視認できることにより遠隔操作性を高める.また,他機を映すことによる支援も効果的である.

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

当ロボットの役割 

（3 号機との共同作業） 

・ 瓦礫除去 

・ ダミヤン搬送 

他機との連携 

高台における救出活動時以外で

も随時リフトアップし,他機を

撮影して他機の活動を支援す

る. 

構造について 

・ 移動はクローラ式である． 

・ 瓦礫を乗り越える場合を考

え、ブレードは上下方向に自

由度を持つ. 図１．エレタ外観図 

・ カメラは水平方向に 360 度回転可能である. 

・ リフトアップしたときの安定を保障するアウトリガーを装

備. 

・ ベッド台のスライダ終端にはストッパーをつけて台と地面と

の平行を保てるようにし、台が空中に張り出した状態でもダ

ミヤンを安全に受け止める． 

 

救出手順 

① 1 号機は高台の下からベッドをリフトアップし,スライダに

よりベッドを展開し,待機する. 

② 3 号機がダミヤンを救出して 1 号機のベッドにそっと運ぶ. 

③ ワイヤで布を引き上げる機構によりダミヤンを布団で包み

込むようにするとともにスライダでベッドを格納し,帰還す

る. 図２． ベッドの展開とダミヤンの収容 
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チーム名 

救命ゴリラ！ 

団体名 

大阪電気通信大学 レスコン・プロジェクト 

ロボットの構成 第 

2 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ベーコ 
移動 

  1  台

基地 

    台 

受動 

    台

＊ このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度）

・※1 ダミヤン救助用コンベア (二種類のベルトコンベアの併用したダミヤン搬送機構) 

→ ダミヤン接触側の回転軸径を出来る限り細くし，地面との段差を抑えて救出時の違和感を軽減．

・※2 ダミヤン搬送用コンベア (二種類のベルトコンベアの併用したダミヤン搬送機構) 

→スポンジなど柔らかい素材をキャタピラの回りに付け、振動時などに衝撃緩和． 

・※3 ダミヤン救助用補助アーム． 

→ ハンド(爪)はアーム先端に 3 本(上側 2 本、下側 1 本)設置．救助時の中心的な役割は救助用コン

ベアで行い，コンベアまでの抱き上げ動作のみ補助アームで行うことで機械的な拘束感を軽減．
 

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボットの役割 

・ 主に地上部分で被災しているダミヤンの救助にあたる. 

構造について 

・ 他のロボットが故障した際も対応できるように全ての機能

・ カメラは車の前後方向にスライド可能．また、車体横方向

・ ダミヤン確保時にはハンド上側 2 本の爪のみ使用し、瓦礫

を使用する．なお、ハンドの爪は軸回りに 180°回転可能で

らない位置に固定できる。 

図 1：ベーコ外観図 

 

※ 1,2：二種類のベルトコンベアを併用した

ダミヤン搬送機構. 
 
※ 救助コンベア収納機構により，移動時は

本体の重心を下げ，転倒安定性を高める. 

※3：補助アームを用いた，

救助用コンベアまでの「抱き

上げ動作」の実現 

ダミヤンがどんな体勢でも

円滑に救助できるようにコ

ンベア部分を工夫している 

ロボットアイデア用紙                      
を備えている． 

軸回りの回転も可能． 

除去にはハンド上下 3 本の爪

、ダミヤン確保時に邪魔にな

図 2：ダミヤンの救助・収容過程
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チーム名 

救命ゴリラ！ 

団体名 

大阪電気通信大学 レスコン・プロジェクト 

ロボットの構成 第 

3 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

クロン 
移動 

  1  台

基地 

    台 

受動 

    台

＊ このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度）

 

・※1 切り替え式ハンド (ダミヤン救出ハンド＆瓦礫除去ハンド) 

→ ひとつのアームでダミヤン救出と瓦礫除去作業を兼用できる． 

・※2 粉末パッド (粉末状の物質を入れた袋)をベルト各部に付着させたクローラ 

→ 走行時の安定化． 

・※3 音声スピーカ搭載ベッド 

→ ベッド到達までの残り時間等を伝達し，被災した心身のつかれを癒し，励ます． 

   

＊ ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

    

 図.1 クロン外観図                  図.2 ハンド部の特徴 

 

 

 

 

 

当ロボットの役割 

・ 主に高台での作業を担う. 

・ ダミヤンを瓦礫の中から救出し,高台付近にリフトアップ 

して待機している 1号機まで搬送する. 

構造について 

・ 1 号機と連携を重視しているが 1 号機故障時にも対応できるように 

全ての機能を備えている. 

・ 移動はクローラ式である． 

・ 瓦礫を乗り越える場合を考え、ブレードは上下方向に自由度を持つ. 

※3  音声を送ることによりダ

ミヤン救出時の精神的不安を取

り除く 

※1 切り替え式ハンド 

 

• ダミヤンを救出する際，

クロス形状のハンドに

より「優しく包み込む」

 

• 瓦礫を除去する際，開閉

式のシンプルな構造を

持つハンドにより故障な

く「頑健に」作業を実現

する. 

※2 クローラは粉末パット

を使用することで悪路や坂

道昇降にも柔軟に対応し、安

定した走行を実現する. 

ロボットアイデア用紙                             ページ  5／5  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




